
　

基
幹
と
な
る
道
路
整
備
は
、

観
光
・
物
流
、
防
災
、
救
急
搬

送
な
ど
に
絶
大
な
効
果
を
発
揮

し
ま
す
。
山
都
町
の
産
業
振
興
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、

ま
た
定
住
促
進
の
た
め
に
欠
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
強

い
認
識
の
下
、
関
係
市
町
村
・

議
会
と
と
も
に
、
３
つ
の
基
幹

と
な
る
道
路
（
九
州
中
央
自
動

車
道
、
矢
部
阿
蘇
公
園
線
、
椎

葉
矢
部
砥
用
線
）
の
整
備
促
進

の
た
め
の
期
成
会
等
を
結
成
し
、

私
は
そ
の
会
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、
会
長
と
し
て
の

思
い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

九
州
中
央
自
動
車
道
、
矢
部

阿
蘇
公
園
線
と
な
ら
ん
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
は
必
ず
し
も
馴

染
み
が
う
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
が
重
要
と
考
え
て
い

る
の
が
椎
葉
矢
部
砥
用
線
で
す
。

九
州
脊
梁
山
地
を
横
断
す
る
よ

う
に
は
し
り
、
内
大
臣
橋
を
わ
た

り
椎
葉
村
へ
向
か
う
道
路
で
す
。

　

こ
の
九
州
脊
梁
山
地
に
は
、

湿
性
タ
イ
プ
の
ブ
ナ
林
と
し
て

は
日
本
最
大
規
模
の
植
生
が
み

ら
れ
、
白
岩
山
の
イ
ワ
ギ
ク
、

天
主
山
の
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
、
目

丸
山
の
カ
タ
ク
リ
、
天
然
記
念

物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
や
、
ヤ

マ
ネ
な
ど
希
少
で
豊
か
な
生
態

系
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

23
年
11
月
３
日
に
「
九
州
中
央

山
地
・
五
家
荘
エ
リ
ア
」
が
全

国
で
６
番
目
、
九
州
で
は
初
め

て
「
日
本
山
岳
遺
産
」
の
認
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
希
少
な
動
植
物

が
存
在
す
る
地
域
を
、
一
般
に

広
く
周
知
し
、
多
く
の
人
に
そ

の
価
値
を
認
識
し
て
い
た
だ
く

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
積

極
的
な
保
全
と
有
効
な
活
用
が

図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
交

通
手
段
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、

危
険
箇
所
が
多
い
椎
葉
矢
部
砥

用
線
を
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

基
幹
と
な
る
道
路
整
備
は
、

観
光
・
物
流
・
防
災
等
の
た
め

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
都

の
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に

も
必
要
だ
と
改
め
て
考
え
た
と

こ
ろ
で
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一

全
国
の　
　

で
山
都
町
産
の
野
菜

　

〜
モ
ス
フ
ァ
ー
ム
熊
本
農
業
参
入
〜

　

〜
モ
ス
フ
ァ
ー
ム
熊
本
農
業
参
入
〜

　

６
月
４
日
、
山
都

町
・
八
代
市
・
熊
本
県
・

株
式
会
社
モ
ス
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
・
株
式
会
社

モ
ス
フ
ァ
ー
ム
熊
本
の

間
で
、
モ
ス
フ
ァ
ー
ム

熊
本
の
農
業
参
入
に
関

す
る
協
定
書
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
が
店
舗
に
使
用
す
る
野
菜
を
町
内

の
農
地
を
使
用
し
て
生
産
し
、
安
定
供
給
で
き
る

よ
う
に
結

ば
れ
た
も

の
で
す
。

農
地
は
、

下
名
連
石

に
あ
る
0.5

ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地

で
、
７
月

か
ら
11
月

ま
で
ト
マ

ト
の
栽
培

を
行
い
、
ト
マ
ト
の
栽
培
が
出
来
な
い
冬
季
は
、

レ
タ
ス
が
栽
培
さ
れ
る
予
定
で
す
。
モ
ス
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
の
櫻
田
社
長
は
、「
熊
本
で
生
産
さ
れ
る

ト
マ
ト
は
糖
度
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
商
品

に
適
し
て
い
る
。
ト
マ
ト
以
外
に
も
一
緒
に
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
協
力
し
て
い
き
た
い
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
山
都
町
で
収
穫
さ
れ
た

野
菜
は
全
国
の
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
店
舗
で
使
用
さ

れ
ま
す
。

「
モ
ス
の
生
野
菜
」

　

日
本
全
国
に
約
３
，
０
０
０
戸
あ
る
協
力
農
家
か

ら
農
薬
・
化
学
肥
料
に
極
力
頼
ら
な
い
で
生
産
さ

れ
た
安
心
・
安
全
野
菜
を
、
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
で
は

「
モ
ス
の
生
野
菜
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。モ
ス
バ
ー

ガ
ー
の
店
舗
で
は
、
そ

の
日
に
届
い
た
野
菜
の

生
産
者
を
店
内
黒
板
に

表
記
し
、「
生
産
者
の
顔

が
見
え
る
野
菜
」
と
し

て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
&
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
Vol.
73

そ
の
42

　

山
都
町
の
御
所
地
区
に
は
、
25
年
前
に
「
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ

ウ
の
森
」
と
名
付
け
ら
れ
た
場
所
が
あ
る
。
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ

ウ
と
は
、
初
夏
に
東
南
ア
ジ
ア
方
面
か
ら
日
本
に
来
る
渡
り

鳥
で
あ
る
。
オ
ス
の
尾
羽
が
長
い
の
が
特
徴
で「
ツ
キ（
月
）、

ヒ
（
日
）、
ホ
シ
（
星
）、
ホ
イ
ホ
イ
ホ
イ
」
と
鳴
く
。
鳴
き

声
に
「
月
、
日
、
星
」
の
三
つ
の
光
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
三

光
鳥
」
と
名
前
が
付
け
ら
れ
た
。

　

サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
は
、
毎
年
５
月
中
旬
頃
に
山
都
町
へ
も

渡
っ
て
来
る
。
５
月
17
日
に
、
野
鳥
に
詳
し
い
御
所
の
小
田

原
さ
ん
に
電
話
を
し
た
。「
今
年
は
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
は
来

て
い
ま
す
か
。」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
２
日
前
に
声
を
聞
き

ま
し
た
。」
と
返
事
が
あ
っ
た
。「
お
そ
ら
く
一
番
（
つ
が
い
）

が
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。」
と
の
話
だ
っ
た
。

　

小
田
原
さ
ん
か
ら
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
。

「
昨
年
も
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
は
来
て
い
た
ん
で
す
が
、
ガ
ビ

チ
ョ
ウ
が
増
え
て
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
の
物
真
似
を
す
る
も
ん

だ
か
ら
、
は
っ
き
り
と
は
数
が
分
か
ら
ん
と
で
す
よ
。」
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
は
、
か
つ
て
日
本
に
飼
い

鳥
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
鳥
で
、
現
在
野
生
化
し
て
野
山
で

繁
殖
し
、
山
都
町
で
も
か
な
り
の
範
囲
に
生
息
域
を
広
げ
て

い
る
。
こ
の
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
は
他
の
鳥
の
声
を
真
似
る
の
で
、

野
鳥
の
観
察
会
の
と
き
に
鳥
の
声
で
種
類
を
確
認
す
る
の
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
。

　

翌
日
、
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
の
森
を
訪
れ
た
。
早
朝
か
ら
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
が
大
声
で
鳴
き
交
わ
し
て
い

た
。
小
田
原
さ
ん
も
来
ら
れ
、
二
人
で
し
ば
ら
く
野
鳥
の
観

察
を
し
た
が
、
こ
の
日
は
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
の
姿
や
声
を
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
キ
ビ
タ
キ
な
ど

18
種
類
の
野
鳥
を
確
認
で
き
た
。
清
々
し
く
贅
沢
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
役
場　

総
務
課
）
成
瀬
・
吉
田

【
専
用
電
話
】

０
９
０

－

９
５
６
５

－

９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

〜 

第
１
回
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ

菜
園
交
流
会
」
紹
介 

〜

　

今
年
度
は
、
５
月
〜
９
月
ま
で
菜
園
交
流

会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
第
１
回
目

の
菜
園
交
流
会
で
し
た
。
植
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
を
同
じ
参
加
者
で
行
い
、
継
続
し
て
交

流
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

菜
園
圃
場
は
、
男
性
参
加
者
の
畑
で
、
当

日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
事
前
に
男

性
参
加
者

が
、
ハ
ウ

ス
建
て
か

ら
畝
作
り

な
ど
準
備

し
て
く
れ

た
の
で
、

当
日
の
植

付
け
作
業

は
雨
を
し

の
ぎ
な
が

ら
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
ま
し
た
。
男
性
参
加
者
は
、
生
き

生
き
と
し
た
表
情
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
、

女
性
も
そ
れ
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
、
７
種

類
の
野
菜
を
植
付
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
を
行
い
、
次
回
の
交
流

会
会
場
「
清
和
さ
く
ら
ん
ぼ
農
園
」
を
見
学

し
て
終
了
し
ま
し
た
。
女
性
か
ら
は
、『
と
て

も
楽
し
か
っ
た
。ま
た
次
回
も
来
た
い
で
す
。』

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
野
菜
と

と
も
に
、
ゆ
っ
く
り
と
恋
も
育
ま
れ
て
ほ
し

い
で
す
。

〜
新
・
結
婚
相
談
員
で
す
！ 

〜

　

始
め
ま
し
て
。

　

こ
の
度
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
の
結
婚
相
談

員
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

与
え
ら
れ
た
時
が
、
全
て
最
良
の
時
で
あ

る･･･

と
思
い
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い

る
所
で
す
。
全
国
的
に
少
子
化
の
時
代
、
婚

活
が
ブ
ー
ム
の
こ
の
時
に
、
今
一
度
ギ
ア
を

入
れ
替
え
て
み
よ
う
で
は
な
い
で
す
か
。
幸

い
、
山
都
町
に
は
ス
タ
ー
ト
し
て
８
年
目
、

実
績
を
持
つ
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
」
と
い
う

組
織
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
全
員
で
お
手
伝
い
し
ま
す
。
勇

気
を
持
っ
て
ア
タ
ッ
ク
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

ま
ず
は
、一
年
間
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ガビチョウ サンコウチョウ（オス）
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